
　富山県は歴史的に度重なる洪水と戦い、川を治め、ダム
を作り、そのエネルギーを電力に変えて、ものづくり産業な
どの仕事を生み出し、豊富な水を利用した稲作中心の兼
業農業を発展させてきました。これまでの先人の苦労に感
謝し、今ある物や自然環境を最大限に活用して環境に配慮
した持続可能な社会を再生・創造していかなければなりま
せん。
　新型コロナウイルスの影響によって、私たちの暮らしは大
きく変化しました。テレワークやオンライン授業などをはじ
めとした「分散化」「デジタル化」が加速しています。今、日
本は東京一極集中から地方分散型の社会へと変わる転機

となっています。この新しい時代を支えるのは未来の子供
たちです。
　これからは、地方から世界的な視野で自ら考え行動し、
本当の生きる力を持った人づくりを進めて行かなければな
りません。ピンチをチャンスに変える創造力と少ない人数で
も一人何役もこなせる多動力が必要となってきます。今こそ
県民がお互いに協力し合い、これまでに実践してきた兼業
の働き方を新しい形で地方創生に結びつけ、未来へと繋
げていく時であると感じています。
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　児童生徒に対し1人1台の学習用ＰＣの配備と、高速大容量の通信ネットワーク環境など、ハード・ソフ
ト・人材を一体とした整備をすることで、災害や感染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時にお
いても、ICTの活用により全ての子供たちの学びを保障できる環境を実現させる。

ＧＩＧＡスクール構想 ～学校における1人１台ICT端末～（Global and Innovation Gateway for All）



道路交通環境の整備による歩行者等の交通事故対
策も重要です。

地域や家庭間の格差が生じないようなオンライン学
習環境の整備が必要です。

感染拡大防止対策を進めながらも、コロナ後の観光
振興戦略を策定し、本県の観光資源に磨きをかけて
いかなければなりません。

民間検査機関におけるPCR検査の活用の促進や、県
内の検査体制の更なる充実が必要です。

全国的に介護事業所等で外国人の受け入れが活発
化してきており、海外での優秀な人材確保に取り組
んでいかなければなりません。

質問　今後のＰＣＲ検査実施体制の整備・運用にどのような方針
で取り組むのか、また、県厚生センターの機能強化についてどの
ような方針で取り組むのか。
回答▶厚生部長 PCR検査実施体制については、県衛生研究所
での検査機器の追加配備、人員体制の強化、富山大学への検査
委託、厚生センターでのPCR検査の実施などにより、6月下旬を目
途に１日130件以上の検査が可能となる予定である。また、診療所
等からの紹介により、PCR検査を受けられる「地域外来・検査セン
ター」についても、富山医療圏・新川医療圏に引き続き、他の医療
圏での早期開設に努めてまいりたい。厚生センターについては、新
型コロナウイルス感染症対策において重要な役割を担っており、こ
れまで職員を増員したほか、業務を見直し効率化を図るなど、体制
の整備充実に努めてきている。引き続きの機能強化と感染症予防
のための設備資材についても充実を図ってまいりたい。

迅速なＰＣＲ検査体制の整備等について

質問　学校の長期休校による児童生徒への心理的ケア並びに授業
時数の確保や教員等の追加配置による教員の負担軽減やＩＣＴを
活用した教育環境整備にどのように取り組んでいくのか。
回答▶教育長 学習面の遅れに対する不安や長期の在宅によるス
トレスを抱える児童生徒に対する心理的ケアが必要であることか
ら、学校と保護者との連携を密にし、児童生徒の心身の状態の把
握に努めスクールカウンセラー等の心の専門家と連携し、安心し
て学校生活が送れるよう支援の充実に努めている。不足する授業
時数については、土曜日や長期休業期間中に授業日を設け、学習
指導員の拡充や緊急スクール・サポートスタッフの増員配置によ

学校の長期休校の影響、再休校への備えと
ＩＣＴ教育の一層の普及について

質問　県内観光の再活性化と国内観光客の積極的誘致にどのよう
に取り組むのか、また観光戦略の見直しにどのように取り組むの
か、所見を問う。
回答▶知事 観光振興について、まず県内観光から取り組むこと
としており、県民向け県内宿泊キャンペーンでは６月10日から第
１期分募集を開始したが、２日間で9,420件３万581名分の応募を
いただいた。今後、抽選と、第２期、第３期募集を順次行ってい
くが、この機会に県内観光地の魅力を再発見していただき、県内
観光需要の速やかな回復につなげていきたい。
　さらに国の「Go To Travel キャンペーン」を見据え、県内事業
者による着地型旅行商品の支援、県産地場産品のインターネット
での割引販売に併せ、県外の購入者に対し富山県の観光情報をＰ
Ｒするなど、誘客促進の取組みを進めていく。一方で、観光産業
にも「新しい生活様式」への対応が求められ、消費者の観光への
意識・嗜好も変化しつつある。これを新たな需要掘り起こしの
チャンスと捉え、地域ならではの観光資源の一層のブラッシュ
アップや、体験型・滞在型の新たな観光コンテンツの開発等の取
組みも進めてまいりたい。

観光復活に向けた取組みと観光戦略の見直しについて

令和2年6月定例会　自由民主党　代表質問
り、教師と児童生徒が向き合う時間の確保に努める。
　また今後想定される感染症の第二波などの休校措置に備え、Ｉ
ＣＴを活用した教育環境を整備していくため、小中学校では、本
年度でのタブレットの１人１台配備など、オンライン教育の積極
的な推進に取り組んでまいりたい。

鹿熊　正一　県議会議員

質問　横断歩道や停止線などの白線が消えている。補修してもら
うにはどうしたらいいのか。道路交通環境の整備について御所見
をお伺いします。
回答▶警察本部長　横断歩道や停止線などの道路標示については、
標示状況の調査、地域住民からの情報提供をもとに表示の薄く
なった箇所を把握し、危険性の度合いも勘案しながら計画的な更
新に努めており、特に通学路周辺の道路表示については、優先的

安全・安心なまちづくりと富山のにぎわい創出について

質問　本県において外国人介護人材受け入れ支援についてどのよ
うに考えておられるのか伺います。
回答▶厚生部長 介護事業所等が行います外国人職員の日本語学
習や技能向上に加え、外国人職員同士の仲間づくりのための研修
費用を助成するとともに、海外での人材確保を支援するため、県
及び県内介護事業所の魅力をＰＲする事業を新年度予算案に盛り
込んでおります。県福祉人材確保対策会議の構成団体と連携をし
ながら、若者等への介護の魅力ＰＲや就労支援、処遇改善を含み
ます定着支援などの施策の実施により、外国人を含みます多様な
介護人材確保に向け取り組んでまいります。

富山を支える人づくりについて

スマート農業などのイノベーションと今ある環境を
十分に生かした持続可能な農業の推進は喫緊の課題
です。

質問　現在の農業機械研修センターを「スマート農業の拠点」と
するとの事ですが、どのような整備をされるのか伺います。
回答▶知事 令和３年３月竣工予定で、研修棟を新築し、スマー
ト農機の格納展示スペースや、研修室を整備する計画です。ド
ローンやトラクターのシミュレーターを活用した研修等を行うと
共に経営管理システムの導入活用に向けた実習も行い、スマート
農業技術を駆使できる担い手の育成や確保に精一杯努力して参り
ます。

スマート農業の拠点整備と担い手の確保・育成について

令和２年２月定例会　一般質問
に取り扱い、可能な限り新学期までに塗り替えを完了できるよう
努めているところであります。交通の安全と円滑の確保に向け、
必要な予算を確保し、道路標示の適正な維持管理に努めてまいり
ます。

庄司　昌弘　県議会議員
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